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天才アートとは、障碍
のある人やひきこもり
の人などの多くがもっ
ている優れた感性と表

現力、そこから湧き出る独創的なアート
作品に対して、NPO 法人 障碍者芸術
推進研究機構（天才アート KYOTO）
が独自にネーミングしたものです。当
機構は天才アートを推進し、その啓発・
普及活動を積極的に行っています。
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会
期　
26
年
9
月
21
日（
月
祝
）
～
９
月
30
日
（
水
）

時
間　
９
時
30
分
～
16
時
30
分
（
予
定
）

会
場　
鷲
峰
山 

高
台
寺
「
利
生
堂
」（
京
都
市
東

山
区
高
台
寺
下
河
原
町
５
２
６
）

※
入
場
無
料

主
催　
（
一
社
）
夢
洲
新
産
業
・
都
市
創
造
機
構

特
別
協
力　

鷲
峰
山 

高
台
寺

企
画
主
宰　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

予　　告

展 覧 会

報　　告

展 覧 会

大
阪
・
関
西
万
博
を
契
機
と
し
て
２
０
２
３
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た
日
本
国
際
芸
術
祭
。
そ
の
第
４

回
が
本
年
秋
に
始
ま
り
、
当
機
構
で
は
鷲
峰
山 

高

台
寺
「
利
生
堂
」
を
会
場
に
「
天
才
ア
ー
ト
展 

in 

利
生
堂
」
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
は
第
３
回
と
し

て
万
博
会
場
で
天
才
ア
ー
ト
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
展
を
開
催

し
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

利
生
堂
を
会
場
に
作
品
を
展
示
す
る
の
は
第
２

回
に
続
き
２
度
目
で
、
堂
内
の
大
涅
槃
図
と
親
和

す
る
ア
ー
ト
空
間
に
仕
上
げ
る
予
定
で
す
。
高
台

寺
に
は
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
国
内
外
か
ら
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
る
た
め
、
海
外
の
皆
さ
ま
に
も
天

才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ

く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

市
役
所
本
庁
舎
地
下
連
絡
通
路
に
展
示

昨
年
に
引
き
続
き
、
26
年
１
月
５
日（
月
）〜
30

日（
金
）の
26
日
間
、
京
都
市
役
所
本
庁
舎
地
下
連

絡
通
路
内
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
約
32
メ
ー
ト
ル
内
に

当
機
構
の
紹
介
な
ど
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

同
時
期
に
四
条
通
り
地
下
道
で
開
催
中
の
『
公

共
空
間
に
ア
ー
ト

の
彩
り
！
』
展
と

合
わ
せ
、
ま
た

天
才
ア
ー
ト
展

２
０
２
５
の
開
催

告
知
も
兼
ね
て
紹

介
し
ま
し
た
。

ゼ
ス
ト
御
池
や

市
役
所
を
訪
れ
る

市
民
の
皆
さ
ん
も

関
心
を
持
っ
て
見

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

前回開催の「想像力あふれるダイバーシティアート展」の会場

７
０
０
人

が
会
期
中
に

来
場
。
初

日
に
は
Ｋ
Ｂ

Ｓ
京
都
の
取

材
も
行
わ
れ
、

ニ
ュ
ー
ス
番

組
で
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま

し
た
。

１
月
25
日

に
は
、
当
機

構
理
事
・
伊

東
宣
明
氏
に

よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
。
一
般
・
関
係

者
ら
約
15
人
が
参
加
し
、
作
品
に
込
め
ら
れ
た
視

点
や
制
作
背
景
に
つ
い
て
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
作
品
の
見
方
が
変
わ
っ
た
」「
作

家
本
人
と
自
然
に
会
話
で
き
た
こ
と
が
印
象
的

だ
っ
た
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、
会
場
に
は
穏

や
か
な
交
流
の
時
間
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
万
博
関
連
事
業
な
ど
で
ご
縁
の
あ
っ
た

方
々
や
教
育
関
係
者
も
来
場
さ
れ
、
天
才
ア
ー
ト

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
活
動
の
広
が
り
を
実
感
す
る
展
覧

会
に
も
な
り
ま
し
た
。
多
彩
な
作
品
群
が
並
ぶ
空

間
は
、
単
な
る〝
展
示
〟に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
と
人
、

人
と
作
品
が
出
会
う
場
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
改
め
て
「
表

現
す
る
こ
と
」
の
豊
か
さ
と
、
そ
の
作
品
を
社
会

へ
届
け
て
い
く
意
義
を
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
ご
協
力
い
た
だ

い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

ギャラリー Cで作品を鑑賞する人たち

ギャラリートークで作品の説明を聞く参加者の皆さん

第
４
回
日
本
国
際
芸
術
祭

天
才
ア
ー
ト
展 

in 

利
生
堂
（
高
台
寺
）

を
開
催
予
定 第

13
回

「
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
２
５
」開
催

45
人
の
作
家
に
よ
る
〝
表
現
の
現
在
地
〟
が
堀
川

御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
集
結

本
年
１
月
22
日
（
木
）
か
ら
２
月
３
日
（
火
）

ま
で
、
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
「
天
才
ア
ー

ト
展
２
０
２
５
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は

45
人
の
登
録
作
家
に
よ
る
絵
画
、
立
体
、
デ
ジ
タ

ル
作
品
な
ど
百
数
十
点
が
並
び
、
１
年
間
の
創
作

活
動
の
集
大
成
と
し
ま
し
た
。

来
場
者
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｂ
・
Ｃ
室
と
通
路

空
間
に
展
示
さ
れ
た
作
品
を
巡
り
な
が
ら
、
一
人

ひ
と
り
異
な
る
表
現
世
界
に
触
れ
る
時
間
を
楽
し

み
ま
し
た
。
寒
波
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
約

京都市役所本庁舎地下連絡通路の展示
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第
９
回「
公
共
空
間
に

ア
ー
ト
の
彩
り
！
展
」終
了

今
年
で
第
９
回
を
迎
え
た
「
公
共
空
間
に
ア
ー

ト
の
彩
り
！
展
」。
同
展
は
、
京
都
市
や
阪
急
電

鉄
な
ど
の
連
携
と
京
都
オ
ム
ロ
ン
地
域
協
力
金
の

助
成
に
よ
り
、
無
機
質
な
壁
面
で
、
殺
風
景
に
な

り
が
ち
な
地
下
道
な
ど
の
公
共
空
間
に
、
当
機
構

作
品
デ
ー
タ
で
作
成
し
た
Ｂ
１
サ
イ
ズ
の
ポ
ス

タ
ー
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、「
ア
ー
ト
の
彩
り
」
で

明
る
く
活
力
の
あ
る
空
間
を
創
り
出
す
取
り
組
み

で
す
。
今
回
は
、
50
枚
の
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
と
挨

拶
パ
ネ
ル
２
枚
の
合
計
52
枚
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し

ま
し
た
。

展
示
作
業
中
に
、「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
ご
高
齢
の
女
性
か
ら
励
ま
し
の
お
言
葉
を

い
た
だ
い
た
の
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
や
観
光

客
の
皆
さ
ん
は
、
地
下
道
を
歩
き
な
が
ら
作
品
を

な
が
め
た
り
、
立
ち
止
ま
っ
て
作
品
の
感
想
を
話

し
た
り
と
、
楽
し
そ
う
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

理
事
　
多た

だ田
　
薫か

お
る

こ
の
６
月
末
日
を

以
て
非
常
勤
理
事
を

退
任
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
大
変
短

い
期
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
皆
さ
ま
か

ら
い
た
だ
き
ま
し
た
お
心
遣
い
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
就
任
早
々
に
大
阪
・
関
西

万
博
会
場
で
の
天
才
ア
ー
ト
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
展
に
会
場

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
の
方
々
に
作
家
さ
ん
の
作
品

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
驚
嘆
と
賞
賛
の
声
の

数
々
、
作
家
さ
ん
と
来
場
者
さ
ん
、
来
場
者
さ
ん

同
士
の
作
品
談
義
等
は
万
博
な
ら
で
は
の
光
景
で

し
た
。
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
作
家
さ
ん
の

作
品
が
持
つ
『
人
と
人
を
つ
な
ぐ
力
』
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。

日
常
的
に
作
品
が
生
ま
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に

ふ
れ
る
経
験
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
も
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
無
か
ら
有
だ
け
で
は
な
く
、
綿
々
と
続

く
作
家
さ
ん
の
明
確
な
強
い
意
思
に
気
づ
く
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
作
家
さ
ん
の
手
を
離

れ
て
会
場
に
展
示
さ
れ
た
作
品
の
雄
弁
さ
に
も
驚

き
ま
し
た
。
今
ま
で
に
な
い
感
覚
、
知
ら
な
い
世

界
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
ご
縁
を
大
切
に
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
一
フ
ァ
ン
と
し
て
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
作
家
さ
ん
や
ご

家
族
の
皆
々
さ
ま
の
ご
健
康
と
お
幸
せ
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

理
事
　
浜は

ま
ぐ
ち口

　
雄ゆ

う
じ二昨

年
の
夏
、
暑
さ

が
募
る
日
で
し
た
。

私
は
大
阪
万
博
会
場

に
て
天
才
ア
ー
ト
の

展
示
を
鑑
賞
し
て
い

た
の
で
す
。
い
よ
い

よ
世
界
に
羽
ば
た
く
天
才
ア
ー
ト
！
だ
と
感
動
し

ま
し
た
。
前
任
の
多
田
理
事
に
案
内
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
の
万
博
と
い
え
ば
70
年

万
博
の
岡
本
太
郎
＝
太
陽
の
塔
、
そ
う
「
芸
術
は

爆
発
だ
？
」
で
し
た
。
ア
ー
ト
っ
て
す
ご
い
で
す

ね
、
天
才
で
あ
っ
た
り
爆
発
で
あ
っ
た
り
、
時
代

や
環
境
と
と
も
に
あ
る
の
だ
な
、
い
つ
も
そ
う
受

け
止
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
理
事
と
し
て
お

招
き
い
だ
た
き
ま
し
た
浜
口
雄
二
で
す
。
40
年
余

り
、
支
援
学
校
に
か
か
わ
っ
て
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
伴
走
し
て

き
た
私
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
も
っ
と
も
っ
と

ア
ー
ト
を
探
っ
て
い
け
れ
ば
と
。
な
に
と
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

    

退
任
理
事
か
ら
の
ご
挨
拶

    

新
任
理
事
か
ら
の
ご
挨
拶

会
期　
'25
年
11
月
15
日（
土
）～
'26
年
１
月
16
日（
金
）

会
場　
四
条
通
地
下
道
（
下
京
区
麩
屋
町
通
付
近

～
富
小
路
通
付
近
の
間
）

主
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

協
力　
京
都
市
歩
く
ま
ち
京
都
推
進
室
・

阪
急
電
鉄(

株)

助
成　
（
公
財
）
京
都
オ
ム
ロ
ン
地
域
協
力
基
金

ポスターパネルをながめながら地下道を通行される歩行者
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TENSA I
ART
NOTE

天 才
アート
ノート

道家 大偉之　Taishi Doke　2000年生
道家は、自身が訪れた場所で見つけた物や風景の写真を参考にして描きます。
モチーフは自宅近辺に咲いていた花であったり、通りがかりに見つけた置物だっ
たりと、日常生活の中で彼が面白いと感じた物が主です。道家の制作は、ひと
つのモチーフ時間をかけて観察し、肉厚なタッチで慎重に描かれます。鑑賞者は
細部まで描かれた道家作品を観たとき、彼の見ていた物とその感受性を追体験
できるかもしれません。

『夏の軒先』　画用紙・アクリル絵の具、H545×W392mm、2025年制作

道家 大偉之

『店先のかざり置き物狸!!』　画用紙・アクリル絵の具・鉛筆、
H380×W530mm、2023年制作

「エキナセア」　画用紙・ペン・アクリル絵の具、H380×W540mm、2025年制作 「ペンタスとトレニア」　画用紙・ペン・アクリル絵の具、H540×W380mm、
2025年制作
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服部 可菜恵

服部 可菜恵　Kanae IHattori　1994 年生
服部は花や植物を油性ペンと鮮やかな色彩のアクリル
絵の具を用いて描いています。作者独特のシンプルな
形状へとデフォルメされつつも、どの植物も愛らしく生
き生きとしており、どこか「人」のようにも見え、とり
わけ「アンスリウム」は一本一本の花が互いに会話を
しているかのようにも見えます。どの服部作品も植物
に対する彼女の優しいまなざしを感じることができます。

佐野 彰洋

佐野 彰洋  Akihiro Sano  2003年生
色鉛筆でドローイング作品を生み出す佐野の制
作方法は、たびたび電卓でキーをたたきながら
色鉛筆で描くという、非常に特殊なプロセスを
経て出来上がります。その制作風景を見ている
と、まるで複雑な数式を計算して解き続けてい
るようにも見えます。そこから計算で導かれた難
解な数式や複雑な幾何学的形状、あるいは思考
の産物とも判別がつかないドローイングが描か
れます。かつてガリレオ・ガリレイは、「宇宙と
いう書物は数学の言葉で書かれている」と言っ
たように、観客が佐野の作品を前にした時、世
界の不思議を解き明かす「鍵」を手にした感覚
になるのかもしれません。

「シモツケ」　ケント紙・ペン・アクリル絵の具、H380×W540mm、2025年制作

「無題」　画用紙・色鉛筆、H298×W420mm、2024年制作

『無題』　画用紙・色鉛筆、H270×381mm、2025年制作

「無題」　画用紙・鉛筆・色鉛筆、H297×W419mm、2024年制作
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●
岩
倉
の
ア
ダ
ム
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
呼
ば
れ
て

木き
の
し
た下 

ア
ラ
ン
海れ
い

は
、平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）

快
晴
で
暑
か
っ
た
８
月
27
日
に
、
京
都
市
左
京
区

内
で
産
ま
れ
ま
し
た
。
彼
に
は
11
歳
上
の
姉
、
３

歳
上
の
兄
、
２
歳
上
の
兄
が
い
て
、
彼
が
２
歳
に

な
る
少
し
前
の
６
月
に
は
弟
が
産
ま
れ
て
、
後
に

地
域
の
方
々
が
親
し
み
を
込
め
て
『
岩
倉
の
ア
ダ

ム
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
』
と
呼
ん
で
く
だ
さ
る
、
メ

ン
バ
ー
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
私
の

パ
ー
ト
ナ
ー
は
メ
ヒ
カ
ー
ノ
（
メ
キ
シ
コ
人
）
で

し
た
か
ら
陽
気
か
つ
能
天
気
。
何
が
起
き
て
も『
マ

ニ
ャ
ー
ナ
、
マ
ニ
ャ
ー
ナ
』（
あ
し
た
、
あ
し
た
）

私
は
な
ん
で
、
い
っ
つ
も
２
回
続
け
て
ゆ
う
ん
や

ろ
？
と
思
っ
て
ま
し
た
が
。

ア
ラ
ン
海
の
幼
少
期
は
、
日
本
と
メ
キ
シ
コ
、

ハ
ワ
イ
を
ぐ
る
ぐ
る
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

長
女
曰
く
「
移
動
も
待
機
も
長
時
間
で
疲
れ
た
し
、

弟
た
ち
は
わ
れ
関
せ
ず
で
、
わ
ら
わ
ら
し
て
た
り

だ
っ
た
け
ど
、
振
り
返
る
と
、
ハ
ワ
イ
も
メ
キ
シ

コ
も
、
当
時
の
日
本
に
は
な
か
っ
た
カ
ラ
フ
ル
が

あ
っ
た
し
、
海
外
に
滞
在
し
て
戻
っ
て
か
ら
、
日

本
の
美
し
さ

や
良
さ
に
気

づ
け
た
」

こ
の
頃
、

ア
ラ
ン
海
が

大
好
き
だ
っ

た
の
は『
水
』

で
、
今
で
も

１
番
好
き
な
飲
み
物
で
あ
り
、
お
風
呂
に
浸
か
る

こ
と
も
、
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
で
潜
る
こ
と
も
、

大
好
き
で
す
。

怖
か
っ
た
の
は
『
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
』。
冷
た

く
て
甘
く
て
お
い
し
い
け
れ
ど
、
口
の
な
か
で
消

え
て
ゆ
く
の
が
、
当
時
の
彼
に
は
理
解
で
き
ず
。

水
洗
ト
イ
レ
の
水
が
渦
を
巻
い
て
、
消
え
て
ゆ
く

の
も
怖
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

話
せ
な
い
、
も
し
く
は
話
さ
な
い
（
私
は
い
ず

れ
な
の
か
が
今
も
わ
か
り
ま
せ
ん
）
彼
に
は
、
独

自
の
理
解
方
法
が
あ
る
よ
う
で
、
す
べ
て
が
理
解

で
き
た
時
か
ら
、
苦
手
な
の
か
な
？ 

嫌
な
の
か

な
？ 

不
快
な
の
か
な
？
と
私
が
思
っ
て
い
た
こ
と

を
、
鮮
や
か
に
超
越
し
て
い
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に

不
思
議
で
お
も
し
ろ
い
子
で
す
。

●
小
・
中
・
高
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い

京
都
市
立
明
徳
小
学
校
の
育
成
学
級
（
星
の
子

学
級
）
の
入
学
時
に
は
、
彼
は
前
年
の
私
の
誕
生

日
の
朝
か
ら
、突
然
『
紫
斑
病
』
に
罹
患
し
て
お
り
、

１
月
に
併
発
し
た
急
性
腎
炎
も
あ
っ
た
の
で
、
ま

だ
食
事
制
限
、
運
動
制
限
が
継
続
中
で
し
た
。

当
時
も
今
も
、
新
学
期
初
日
の
給
食
献
立
は
、

１
年
生
に
学
校
給
食
を
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う

配
慮
か
ら
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
と
ほ

う
れ
ん
草
の
ソ
テ
ー
で
す
が
、
彼
は
絡
ん
だ
ソ
ー

ス
を
す
べ
て
指
で
取
り
除
き
、
真
っ
白
に
な
っ
た

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
だ
け
を
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ
た

と
の
こ
と
。

私
が
、
入
学
前
の
彼
に
言
っ
た
こ
と
は
ひ
と

つ
だ
け
。「
学
校
で
は
担
任
の
先
生
だ
け
が
、
あ

な
た
の
ボ
ス
で
す
よ
」。
小
・
中
・
高
を
通
し
て

彼
だ
け
で
な
く
私
も
、
信
頼
で
き
る
善
き
方
々
が
、

ご
担
任
だ
っ
た
こ
と
と
、
同
学
年
だ
け
で
な
く
、

た
く
さ
ん
の
お
子
た
ち
が
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
は
、
彼
の
気
持
ち
が
穏
や
か
に
円
や
か
に
な
る
、

私
に
も
心
地
よ
い
６
年
間
で
し
た
。

京
都
市
立
洛
北
中
学
校
は
、
各
学
年
が
３
０
０

名
に
近
い
大
人
数
規
模
校
で
し
た
。
育
成
学
級
で

の
彼
は
、
見
た
目
か
ら
は
想
像
し
難
い
、
手
先

の
器
用
さ
を
発
揮
し
て
『
平
板
ね
じ
釘
ア
ー
ト
』

『
木
工
品
製
作
』
な
ど
を
、
根
気
よ
く
完
成
さ
せ

た
そ
う
で
す
。
で
も
、
小
学
生
だ
っ
た
時
と
同
じ

く
、
参
観
時
の
絵
を
描
く
授
業
で
は
、
教
室
の
床

に
長
々
と
寝
そ
べ
っ
て
、
の
ろ
の
ろ
描
い
て
お
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
北
総
合
支
援
学
校
高
等
部
１

年
生
の
参
観
時
も
同
じ
で
、
私
は
「
絵
を
描
く
の

は
、
苦
手
で
気
が
進
ま
な
い
ん
や
な
ぁ
。
陶
工

は
、
気
に
入
る
ま
で
集
中
し
て
や
り
直
し
て
、
作

品
を
仕
上
げ
る
ん
や
で
。
し
か
も
授
業
時
間
内
に
」

と
、
知
人
や
彼
の
姉
、
兄
た
ち
、
弟
に
も
話
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
彼
の
描
い
た
絵
が
高
１
、
高

２
、
高
３
の
毎
年
度
、
校
内
で
選
定
さ
れ
て
、
姉

活
か
さ
れ
て
生
き
る
あ
な
た
へ

ご家族さま
より寄稿

妹
都
市
交
流
作
品
展
、
京
都
市
障
が
い
者
芸
術
作

品
展
に
出
展
く
だ
さ
る
た
び
に
、
た
い
へ
ん
驚
い

て
お
り
ま
し
た
。

●
き
た
ア
ト
リ
エ
で
の
制
作
の
日
々

３
年
生
の
あ
る
日
、
彼
の
ご
担
任
が
電
話
を
く

だ
さ
り
、私
は
初
め
て『
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
』

を
知
り
ま
し
た
。
美
術
を
教
え
に
ご
来
校
な
さ
る

方
が
、
彼
を
作
家
に
ご
推
薦
く
だ
さ
る
と
の
こ
と
。

芸
術
に
と
こ
と
ん
疎
い
私
は
「
そ
れ
、ほ
ん
ま
で
っ

か
？ 

彼
は
野
生
か
つ
野
性
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ベ
イ

ビ
ィ
で
っ
せ
。
関
係
各
所
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
気
が
い
た
し
ま
す
」
と
申
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

後
日
、
校
長
先
生
か
ら
、
再
考
い
た
だ
き
た
い
旨

の
お
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
家
庭
の
外
の
社
会
で
、

彼
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
は
、
彼
の
資
質
を

見
極
め
て
、
そ
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
や
、
彼

の
将
来
に
も
お
心
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
卒
業
後
の
生
活
支
援
型
事
業
所
の

方
々
、
外
出
時
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
た
ち
も
同
じ
で
、
彼
が
彼
ら
し
く

生
き
て
ゆ
く
た
め
に
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
時
に

は
適
切
な
ご
指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
彼
は
他
者
の
話
す
言
葉
の
理
解
が
、
年
々

増
え
て
い
る
の
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
彼
の
描
く
絵
が
、
ご
覧

く
だ
さ
る
誰
か
の
た
め
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
た

く
さ
ん
与
え
て
い
た
だ
い
た
、
彼
の
さ
さ
や
か
な

ご
恩
返
し
が
成
就
い
た
し
ま
す
。

彼
の
生
活
の
一
部
で
あ
る
き
た
ア
ト
リ
エ
で
の

活
動
を
、
い
つ
も
お
支
え
く
だ
さ
り
、
ほ
ん
と
う

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

木
下 

美
智
子

ロウソクの火を指で消して笑う1歳の誕生日

中学1年の冬、メキシコ・モンテレイ市郊外
の果樹園で（上）、コスメル島の波止場（下）
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き
た
ア
ト
リ
エ
へ
よ
う
こ
そ
！

看
護
専
⾨
学
校
生
の
皆
さ
ん

京
都
府
域
の
医
療
拠
点
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る

京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
ホ
ス
ピ
タ
ル

ア
ー
ト
へ
の
関
心
も
高
く
、
以
前
か
ら
附
属
の
看

護
専
門
学
校
内
に
は
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の

原
画
が
レ
ン
タ
ル
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
学
の
一
環
と
し
て
「
障
害

者
と
ア
ー
ト
」
に
つ
い
て
の
連
続
講
座
が
設
け
ら

れ
て
お
り
…
去
る
４
月
23
日
（
木
）、
看
護
師
を

め
ざ
す
39
人
の
学
生
の
皆
さ
ん
が
２
班
に
分
か
れ

て
、
き
た
ア
ト
リ
エ
に
現
地
学
習
に
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

講
師
を
務
め
る
雨
宮
副
理
事
長
の
案
内
の
も

と
、
制
作
支
援
の
み
な
ら
ず
ア
ー
ト
ス
ト
レ
ー
ジ

や
ア
ー
カ
イ
ブ
活
用
等
の
現
場
を
実
体
感
…
な
か

で
も
創
作
中
の
大
場
多
知
子
さ
ん
と
の
ひ
と
と
き

で
は
、「
モ
チ
ー
フ
と
出
会
っ
た
い
き
さ
つ
は
？
」

「
制
作
上
の
難
し
さ
？ 

達
成
感
は
！
」
な
ど
対
話

に
も
花
が
咲
き
、
ア
ー
ト
を
介
し
た
感
動
を
共
有

い
た
だ
け
た
の
だ
な
、
と
も
。

く
し
く
も
看
護
専
門
学
校
内
の
３
月
末
の
作
品

入
れ
替
え
で
は
大
場
さ
ん
の
作
品
『
椿
』
が
、
学

校
玄
関
に
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
来
の
医
療
福

祉
現
場
を
支
え
る
み
な
さ
ん
の
日
々
の
エ
ー
ル
に

な
る
こ
と
を
、
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

作
品
レ
ン
タ
ル
や
青
空
美
術
館

な
ど
、
入
れ
替
え
の
ご
報
告

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
作
品
や
複
製
画
の
レ
ン
タ
ル
に
加
え
、
最
近

で
は
青
空
美
術
館
の
パ
ネ
ル
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

レ
ン
タ
ル
期
間
は
半
年
か
１
年
で
、
入
れ
替
え
時

期
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
こ
こ
で
は
主
な
導
入
先

さ
ま
（
敬
称
略
）
の
入
れ
替
え
の
内
容
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
株
式
会
社
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

同
社
へ
の
原
画
レ
ン
タ
ル
は
、
２
０
１
７
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
10
年
に
な
り
ま
す
。
現

在
は
本
社
１
階
の
ロ
ビ
ー
と
６
階
・
７
階
役
員
フ

ロ
ア
、
食
堂
階
段
な
ど
の
ほ
か
、
洛
西
事
業
所
、

門
前
仲
町
事
業
所
な
ど
に
多
く
の
作
品
を
展
示
し

て
い
た
だ
き
、
適
時
入
れ
替
え
て
い
ま
す
。

レンタルの大場作品『椿』

案内役の雨宮副理事長

大場さん（手前中央）を囲んで看護専門学校の皆さん

SCREEN本社7階フロア

SCREENシステムサービスさま

さ
ら
に
昨
年
末
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
企
業
の
株
式

会
社
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
さ
ま
に

も
新
し
く
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
株
式
会
社
村
田
製
作
所

２
０
２
３
年
１
月
に
本
社
１
階
ロ
ビ
ー
に
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
開
設
さ
れ
、
大
場
さ
ん
が
依
頼
を
受
け

て
制
作
し
た
『
洛
中
洛
外
電
子
図
』
と
合
わ
せ
て

展
示
を
ス
タ
ー
ト
。
以
来
、
毎
年
作
品
の
入
れ
替

え
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

入れ替えたライトさん（写真奥）と大場さん（写真中央）の作品

●
株
式
会
社
増
田
医
科
器
械

２
０
２
１
年
７
月
、
同
社
の
広
報
誌
「
Ｍ
Ａ
Ｓ

Ｕ
Ｄ
Ａ
ナ
ウ
」
の
発
行
に
と
も
な
い
、
表
紙
に
当

機
構
の
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
を
採
用
し
て
い
た
だ

き
、
本
年
４
月
に
は
15
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
０
２
４
年
12
月
の
大
阪
支
店
の
新

築
・
移
転
に
と
も
な
い
、
広
報
誌
の
表
紙
を
飾
っ

た
作
品
の
複

製
画
を
社
内

に
展
示
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
ス
タ
ー

ト
。
こ
の
た

び
２
度
目
の

入
れ
替
え
と

な
り
ま
し
た
。

●
タ
ッ
セ
ル
ホ
テ
ル
白
川
三
条

２
０
２
５
年
３
月
、同
ホ
テ
ル
に
て
企
画
展
「
天

才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
・
生
の
芸
術–

生
き
る–

」

が
開
催
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
ホ
テ
ル
西
側
道
路

沿
い
の
植
栽
エ
リ
ア
に
青
空
美
術
館
を
設
置
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
半
年
ご
と
に
作
品
パ

ネ
ル
を
交
換
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
昨

年
３
月
以
降

も
継
続
し
て

企
画
展
を
開

催
し
て
い
た

だ
き
、
今
後

も
続
け
て
実

施
し
て
い
く

予
定
で
す
。

入れ替えた亀川愛生さんの複製画作品入れ替えた青空美術館の作品パネル
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「
京
都
ふ
ぉ
ん
と
」が

風
呂
敷
に
な
り
ま
し
た

２
０
２
４
年
度
よ
り
始
動
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ー
ン
で
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
「
京
都
ふ
ぉ

ん
と
」
で
す
が
、
こ
の
た
び
ア
ン
ド
ウ
株
式
会
社

さ
ま
よ
り
「
京
都
ふ
ぉ
ん
と
風
呂
敷
」
が
販
売
さ

れ
ま
し
た
。
風
呂
敷
に
採
用
さ
れ
た
作
品
の
中
に

は
、
天
才
ア
ー
ト
所
属
の
水
玉
み
り
さ
ん
の
作
品

も
含
ま
れ
て
お
り
、
今
回
の
企
画
を
担
当
さ
れ
た

同
社
企
画
生
産
部
の
山
本
さ
ま
の
ご
厚
意
で
コ
ン

セ
プ
ト
シ
ョ
ッ
プ
へ
ご
招
待
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
水
玉
み
り
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
で
見
学
に

伺
い
、
風
呂
敷
の
染
色
方
法
や
制
作
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
貴
重
な
お
話
を
た
く
さ
ん
お

聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

風
呂
敷
はA

N
D

O

公
式
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト（https://

ando-shibori.com
/

）
に
て
ご
購
入
い
た
だ
け

ま
す
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

ラ
イ
ト
は
主
に
水
彩
と
コ
ラ
ー
ジ
ュ
技
法
を
用
い
た
作
品

を
多
く
制
作
し
て
い
ま
す
。
鑑
賞
者
は
ラ
イ
ト
作
品
に
共
通

す
る
そ
の
淡
い
色
や
余
白
か
ら
優
し
い
暖
か
な
イ
メ
ー
ジ
と

同
時
に
、
ど
こ
か
は
か
な
さ
を
感
じ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

時
折
登
場
す
る
ウ
サ
ギ
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
、ラ
イ
ト
は「
母

が
見
守
っ
て
い
る
」
と
語
り
ま
す
。
本
作
「
朝
日
」
に
は
船

の
モ
チ
ー
フ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ラ
イ
ト
の
作
品
は
ど
こ

か
懐
か
し
い
情
景
や
「
母
の
あ
た
た
か
さ
」
を
含
ん
で
お
り
、

鑑
賞
者
に
遠
い
日
の
記
憶
が
よ
み
が
え
る
よ
う
な
感
覚
を
与

え
る
よ
う
で
す
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

〈
編
集
後
記
〉

２
０
２
５
年
度
の
天
才
ア
ー
ト
展
は
１
月
〜
２
月
に
開
催

し
ま
し
た
。
寒
い
時
期
の
た
め
、
来
場
人
数
を
心
配
し
ま
し

た
が
、た
ま
た
ま
大
型
寒
波
の
時
期
に
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
や
は
り
思
う
ほ
ど
お
客
さ
ま
数
は
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
例
年
通
り
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
る
お
客
さ

ま
も
た
く
さ
ん
ご
来
場
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
天
才
ア
ー
ト
展
を
は
じ
め
、
作
品
を
発
表
で
き

る
機
会
を
多
く
設
け
、
た
く
さ
ん
の
市
民
や
観
光
客
の
皆
さ

ま
に
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
努
力
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
登
録
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆
さ
ま

も
、
ま
す
ま
す
素
晴
ら
し
い
作
品
を
生
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。

会報「天才アート」は、株式会社 SCREEN グラフィックソリューションズが提供する
ヒラギノフォントを使用しています。

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
レ
ビ
ュ
ー
vol.
５
」

京
遊
連
さ
ま
の
助
成
で
完
成

一
人
の
登
録
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

て
、
独
自
の
感
性
で
描
か
れ
た
色
鮮
や
か
な
作
品

を
紹
介
す
る
冊
子
で
、
サ
イ
ズ
は
Ａ
２
判
ク
ロ
ス

折
、
両
面
カ
ラ
ー
刷
り
で
す
。
vol.
５
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
「
木
下
ア
ラ
ン
海
」
さ
ん
で
、
２
０
２
６

年
３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

制
作
に
は
、
２
０
２
１
年
度
よ
り
（
公
財
）
京

遊
連
社
会
福
祉
基
金
の
助
成
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
後
も
年
１
回
の
ペ
ー
ス
で
発
行
し
て
い
き

ま
す
。
ご
入
用
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ライト　Light　『朝日』
キャンバス・アクリル絵の具・色鉛筆・画用紙、
2025 年制作

完成した風呂敷と水玉みりさん


